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編

集

後

記

一
九
五
八
年
、
慶
臆
義
塾
創
立
一O
O
周
年
を
記
念
し
て
、
法
学
部

は
、
法
律
編
・
政
治
編
・
一
般
教
養
編
の
三
冊
か
ら
な
る
記
念
論
文
集

を
公
刊
し
た
。
当
時
の
法
学
研
究
編
集
委
員
長
英
修
道
名
誉
教
授
が

「
後
記
」
の
な
か
で
、
「
法
律
学
・
政
治
学
関
係
に
お
い
て
は
、
現
職
者

の
七
割
余
が
執
筆
さ
れ
た
」
と
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
通
り
、
慶
臆
義
塾

法
学
部
の
総
力
を
あ
げ
て
取
り
組
ん
だ
一
大
事
業
で
あ
っ
た
。

此
の
良
き
伝
統
に
従
い
な
が
ら
、
法
学
研
究
編
集
委
員
会
は
、
学
部

の
そ
の
後
の
二
五
年
間
の
発
展
の
姿
を
と
ど
め
る
こ
と
を
も
意
図
し
つ

つ
、
創
立
一
二
五
年
記
念
論
文
集
の
編
集
を
企
画
し
た
。
一
九
八
一
年

秋
に
発
起
し
、
公
刊
ま
で
に
二
年
の
歳
月
を
か
け
た
。

こ
こ
に
、
慶
臆
義
塾
大
学
法
学
部
専
任
者
、
慶
麿
法
学
会
会
員
有
志
、

さ
ら
に
、
塾
法
学
部
と
関
係
の
深
い
海
外
の
研
究
者
、
併
せ
て
一
一
一
二

名
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
論
稿
に
よ
り
、
七
冊
、
総
計
二
、
五O
O
頁
余
の

論
文
集
を
公
刊
す
る
は
こ
び
と
な
り
、
誠
に
感
慨
深
い
も
の
が
あ
る
。

な
お
、
法
学
部
専
任
者
で
、
寄
稿
を
予
定
さ
れ
な
が
ら
、
「
法
学
研
究
」

本
誌
の
通
常
号
に
廻
っ
て
下
さ
っ
た
法
学
研
究
編
集
委
員
長
高
鳥
正
夫

教
授
を
は
じ
め
多
く
の
方
々
に
感
謝
申
し
あ
げ
た
い
。

大
学
と
い
う
学
問
共
同
体
は
、
そ
の
構
成
員
の
交
代
を
繰
り
返
し
つ

つ
永
続
性
を
保
持
す
る
．
記
念
論
文
集
に
寄
稿
さ
れ
た
執
筆
者
の
う

ち
、
最
も
若
い
諸
君
が
、
創
立
一
五
O
年
記
念
号
の
編
集
の
中
心
と
な

る
の
は
歴
史
的
順
序
で
あ
る
。
願
わ
く
ば
、
そ
れ
ら
の
前
途
有
為
な
研

究
者
が
、
お
互
い
に
切
瑳
琢
磨
し
、
俗
事
に
気
を
と
ら
れ
ず
、
片
時
と

い
え
ど
も
学
問
を
怠
る
こ
と
な
く
精
進
を
続
け
、
内
外
の
学
界
に
貢
献

し
う
る
論
著
を
た
え
ず
送
り
続
け
、
慶
慮
義
塾
の
学
問
の
松
明
を
高
く

か
か
げ
、
次
な
る
世
代
へ
と
立
派
に
引
き
継
ぐ
使
命
を
は
た
し
て
欲
し

も
U

本
論
文
集
を
公
刊
す
る
に
当
り
、
そ
の
企
画
に
い
ち
速
く
賛
成
さ

れ
、
推
進
役
を
は
た
さ
れ
た
前
法
学
研
究
編
集
委
員
長
内
山
正
熊
名
誉

教
授
と
、
こ
の
企
画
の
実
現
に
精
神
的
支
援
を
惜
し
ま
れ
な
か
っ
た
十

時
巌
周
法
学
部
長
に
対
し
、
深
甚
な
る
感
謝
を
申
し
あ
げ
る
。

ま
た
、
慶
臆
通
信
株
式
会
社
編
集
部
の
今
井
壮
、
野
村
正
信
、
藤
村

信
行
、
浅
沼
雅
子
の
四
氏
に
は
、
此
の
よ
う
な
大
部
で
、
か
っ
多
様
な

内
容
の
論
文
集
の
編
集
・
出
版
に
つ
き
、
多
大
の
労
苦
を
傾
注
さ
れ
、

見
事
に
そ
の
仕
事
を
達
成
さ
れ
た
。
心
か
ら
の
敬
意
を
表
す
る
次
第
で

あ
る
。

一
九
八
三
年
八
月
二
六
日慶

磨
、
義
塾
大
学
法
学
部

法
学
研
究
編
集
主
任

官
津
浩


